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大
震
災
後
の
経
済
状
況
か
ら
後

期
基
本
計
画
を
見
直
さ
な
い
か

　

問　

３
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
が

起
き
た
こ
と
で
、
国
内
の
経
済
状

況
が
激
変
し
た
。
財
政
出
動
や
金

融
緩
和
で
維
持
し
て
き
た
世
界
経

済
も
、
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
市
内

企
業
へ
の
影
響
を
ど
う
見
て
い
る

か
。ま
た
、影
響
を
受
け
た
企
業
に

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　

越
川　

好
昭　

て
い
る
か
。後
期
基
本
計
画
で
は
、

（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
を
柱
に
交
通
の
利
便
性

を
高
め
、
新
た
な
工
業
用
地
を
開

発
し
て
大
規
模
工
場
や
研
究
施
設

を
誘
致
す
る
と
し
て
い
る
が
、
昨

今
の
経
済
状
況
を
見
る
と
困
難
と

思
わ
れ
る
。
県
道
寺
尾
上
土
棚
線

の
北
伸
と
工
業
系
新
市
街
地
整
備

は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

市
内
企
業
に
は
、
５
月
に

震
災
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
原
材
料
不

足
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
回
答

し
た
企
業
が
57
％
、
行
政
な
ど
に

融
資
条
件
の
緩
和
を
望
む
と
回
答

し
た
企
業
が
18
％
あ
っ
た
。
支
援

策
と
し
て
、
市
で
は
県
が
行
う
事

業
再
建
に
必
要
な
資
金
融
資
の
う

ち
、
県
中
小
企
業
制
度
融
資
に
対

す
る
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
く
。

後
期
基
本
計
画
で
は
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
生
か
し
た
拠
点
整
備

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ

け
、
優
先
的
に
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
け

ん
引
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
寺
尾
上
土
棚
線
北
伸

や
工
業
系
新
市
街
地
整
備
は
、
計

画
ど
お
り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

想定震度を ｢５強｣
に引き下げた防災
対策は見直すべき

　

問　

県
が
想
定
す
る
地
震
の
中

に
は
、
本
市
で
震
度
７
と
な
る
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
、
市
は
こ
れ

　

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之　

ま
で
の
南
関
東
地
震
の
震
度
６
強

を
想
定
し
た
対
策
か
ら
、
東
海
地

震
の
震
度
５
強
を
想
定
し
た
対
策

に
変
更
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
に
逆
行
し
て
い
る
。
想

定
さ
れ
る
最
大
震
度
７
の
地
震
に

対
応
し
た
対
策
を
真
正
面
に
掲
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
震

度
７
の
想
定
地
域
で
は
、
住
宅
耐

震
改
修
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
る
。
補
助
率
を
引
き

上
げ
て
促
進
す
る
考
え
は
な
い

か
。
さ
ら
に
、
被
災
時
、
住
民
へ

の
情
報
伝
達
と
し
て
有
効
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
開
設

す
る
準
備
を
進
め
な
い
か
。

　

答　

市
で
は
、
南
関
東
地
震
の

被
害
想
定
を
も
と
に
防
災
資
機
材

の
備
蓄
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、

30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
東
海
地

震
の
方
が
よ
り
高
い
と
の
こ
と
か

ら
平
成
22
年
に
変
更
し
た
。
本
市

も
、
今
回
の
よ
う
な
巨
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の

で
、
被
害
想
定
の
対
象
と
す
る
地

震
の
変
更
を
、
現
在
検
討
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
考
え
た
い
。ま
た
、住
宅
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
金
上
限
は
１
０
０

万
円
で
、
周
辺
市
と
比
べ
て
も
最

高
額
で
あ
る
た
め
、
引
き
上
げ
る

考
え
は
な
い
。Ｆ
Ｍ
放
送
局
は
、震

災
時
に
す
ぐ
設
置
で
き
る
方
法
が

あ
る
よ
う
な
の
で
検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「
子
ど
も
の
医
療
費
中

学
生
ま
で
無
料
は
保
護
者
の
強
い

願
い
」
を
質
問
）

深谷落合地区のま
ちづくりの現状と
今後の取り組みは

　

問　

後
期
基
本
計
画
に
、
深
谷

落
合
地
区
で
の
工
業
系
新
市
街
地

の
整
備
促
進
が
あ
る
。
ま
ち
づ
く

り
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
当
該
地
区
が

特
定
保
留
区
域
に
指
定
さ
れ
、
平

成
26
年
度
に
市
街
化
区
域
に
変
更

に
な
る
と
あ
る
が
、
用
途
地
域
は

工
業
系
に
な
る
の
か
。
企
業
へ
の

聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
24
時

間
操
業
の
企
業
に
と
っ
て
、
学
校

や
住
宅
が
近
い
こ
と
が
課
題
と
の

こ
と
だ
が
、
学
校
や
環
境
へ
の
配

　
　
　
　
　
　
　

二
見　
　

昇　

慮
は
。
区
域
内
に
農
業
ゾ
ー
ン
を

設
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
工
業

地
域
で
も
可
能
な
の
か
。
ま
た
、

70
億
円
と
い
わ
れ
る
事
業
費
は
ど

の
よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
。
減
歩

に
よ
る
保
留
地
を
売
却
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、そ
の
面
積
は
。

　

答　

深
谷
落
合
地
区
で
は
、
工

業
専
用
、
工
業
、
準
工
業
の
３
つ

の
地
域
を
前
提
に
、
権
利
者
の
意

向
も
聞
い
て
用
途
地
域
を
定
め
て

い
く
。
小
・
中
学
校
は
移
転
せ

ず
、
道
路
と
緑
地
な
ど
の
緩
衝
帯

で
お
互
い
干
渉
し
な
い
空
間
を
取

っ
て
、
住
環
境
や
教
育
環
境
、
企

業
の
生
産
環
境
に
配
慮
す
る
。
農

地
は
、
市
街
化
区
域
内
農
地
と
な

る
た
め
、
生
産
緑
地
な
ど
の
制
度

を
設
定
し
て
い
く
。
土
地
区
画
整

理
事
業
で
は
、
一
般
的
に
保
留
地

処
分
金
、
国
の
補
助
金
、
市
の
助

成
金
な
ど
で
事
業
費
を
確
保
し
て

い
る
。
減
歩
率
や
保
留
地
の
面
積

な
ど
は
、
現
在
整
備
計
画
図
を
作

成
中
の
た
め
未
定
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
比
留
川
分
水
路
整
備

と
矢
板
堰ぜ

き

の
経
過
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
支
援

に
本
市
は
ど
う
取
り
組
む
の
か

　

問　

東
日
本
大
震
災
後
、
人
命

救
助
、
義
援
金
や
救
援
物
資
の
送

付
、
避
難
所
支
援
な
ど
、
初
期
の

対
応
が
迅
速
に
進
め
ら
れ
た
こ
と

は
評
価
し
て
い
る
。
現
在
、
被
災

し
た
自
治
体
で
は
、
復
興
が
課
題

と
な
っ
て
き
た
。
特
に
津
波
被
害

を
受
け
た
地
域
で
は
、
市
役
所
や

学
校
、
消
防
署
な
ど
の
公
共
施
設

だ
け
で
な
く
、
大
勢
の
職
員
を
失

っ
た
自
治
体
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
な
地
域
に
は
、
職
員
、
市

民
、
産
業
界
な
ど
本
市
の
総
力
を

挙
げ
て
の
復
興
支
援
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
被
災
地
に
派
遣
し
た
職
員
数
と

活
動
状
況
は
。
さ
ら
に
、
派
遣
職

員
の
報
告
か
ら
被
災
地
の
実
態
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

笠
間
信
一
郎　

　

答　

本
市
で
は
、
被
災
地
へ
の

物
的
支
援
、
市
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
人
的
支
援
、
義
援
金

に
よ
る
支
援
、
被
災
地
か
ら
避
難

し
て
こ
ら
れ
た
方
へ
の
支
援
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て

き
た
。今
後
は
、市
町
村
の
協
力
の

も
と
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
被
災
地
を
支
援
し
て
い
く
よ

う
県
市
長
会
か
ら
県
に
要
望
し
て

い
る
。ま
た
、職
員
派
遣
で
は
、緊

急
消
防
援
助
隊
延
べ
21
人
が
仙
台

市
で
人
命
検
索
を
行
っ
た
ほ
か
、

職
員
延
べ
18
名
が
救
援
物
資
の
搬

送
や
避
難
所
運
営
な
ど
に
当
た
っ

た
。職
員
の
報
告
か
ら
、被
害
状
況

や
避
難
所
運
営
の
現
実
、
津
波
の

恐
さ
な
ど
を
認
識
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
節
電
の
検
証
方
法
に

つ
い
て｣

｢

企
業
誘
致
条
例
策
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て｣

を
質
問
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

声
の
あ
や
せ 　
　

  

市
議
会
だ
よ
り

　

あ
や
せ
市
議
会
だ
よ
り
に

は
、こ
の
印
刷
版
以
外
に
も
、

音
声
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
た

｢

声
の
あ
や
せ
市
議
会
だ
よ

り｣

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
音
声
版
は
、
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
市
録
音
赤
十
字
奉
仕
団
コ

ス
モ
ス
の
会
」
の
協
力
で
、

目
の
不
自
由
な
方
に
、
市
議

会
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
な

ど
で
、
利
用
を
希
望
す
る
方

が
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
福
祉

協
議
会
あ
や
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
市
福
祉
会
館

内
）
☎
７
０ 

― 

３
２
１
０
。

寄
付
禁
止
の

　
　
　

    

ル
ー
ル

○
議
員
の
寄
付
禁
止

○
議
員
へ
の
寄
付
勧

　

誘
・
要
求
の
禁
止

　

議
員
が
市
民
に
対
し
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公
職

選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

6月25日からの１泊２日で小学校の上級生を対象に、少年リーダー研修会が開催され、子
どもたちは火起こしの大変さに汗だくになっていました〈県立足柄ふれあいの村にて 〉


